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は　じ　め　に

　平成25年度に確定した「ミッションの再定義（理学分野）」を基に，平成26年度からは第３期
中期目標・中期計画の策定を意識した取組を開始しました。本学理学研究科・理学部は，従来の
実績を踏まえて「理学の教育研究を先導させ，基礎科学をはじめとする諸分野で主導的役割を担
う人間性豊かな人材を育成」するという社会的役割が期待されています。社会全体の急務とされ
る，人材育成のグローバル化，特に世界で活躍できる理系グローバル人材の育成には，大胆な教
育システムの改革と共に構成員の意識改革も必要です。一方で，理系人材育成とは，単に知識を
継承するだけで実現できるものではなく，国際的に高く評価される独創性に富んだ研究の実践が
伴わなくてはなりません。
　急速な大学改革の進展をチャンスと捉え，この機会を逃さずに，新しい社会のニーズや科学研
究の展開に対応できる理学研究科・理学部の構築にむけて構成員一同協力して活動を開始しまし
た。
　学士課程教育においては，すでに定着している到達目標型教育プログラムを着実に実施してき
ています。理数応援プロジェクト「Open-endな学びによるHi-サイエンティスト養成プログラム」
は，平成24年度をもって文部科学省の委託事業としては終了していますが研究科長裁量経費によ
り活動を継続しています。本年度も「科学リテラシー」「科学英語セミナー」「自由課題研究」を



するための研究拠点認定制度を設けました。理学研究科からは，自立型研究拠点（クロマチン動
態数理研究拠点，ゲノム編集研究拠点）２件とインキュベーション研究拠点（キラル物性研究拠
点，極限宇宙研究拠点）２件が採択されており，それぞれが特色のある研究活動を展開していま
す。
　ゲノム編集研究拠点は，国内の多くの研究グループに対してゲノム編集利用研究の支援を行っ
ており，国内におけるゲノム編集技術の利用促進活動では注目されています。クロマチン動態数
理研究拠点では，第３回目となる国際シンポジウムを12月に開催し，細胞核内構造の時間展開を
定量的に解析する新しい融合領域研究「４Ｄヌクレオーム研究」の重要性をアピールしました。
この新たな融合領域研究の発展のために，国際的なコンソーシアム「国際ヌクレオームコンソー
シアム」を日欧独の３極で立ち上げて，国際的研究ネットワークの構築を行いました。
　社会との連携活動では，日本生物学オリンピック2014本選会（筑波大会）への協力をはじめ，
第17回中学生・高校生科学シンポジウムの実施，および SSH活動への協力など学外での教育活
動についても例年同様に活発に進めました。平成26年度は３回のサイエンスカフェを開催して，
地域社会への文化向上にも貢献しました。
　各教員の研究教育活動を定量化して評価することは，研究力の戦略的活性化のためには必要で
あり，そのためのシステムを整備し平成26年度から実際の評価に適用しました。得られた評価結
果は，各教員の研究教育活動の状態をモニターするだけではなく，定量化することで可視化でき
た理学研究科・理学部全体の研究力に基づいて第３期中期目標・中期計画策定に向けた課題と将
来構想が検討されることになります。
　理学研究科・理学部では長年築き上げてきた伝統と研究環境を生かして，急速に変化する大学
に対するニーズや，研究の急激な進歩を先取りできるようなグローバルな教育研究展開を目指し
てゆきます。これは安易な欧米追従型研究を行って効率的に業績を積み上げるという意味ではな
く，基礎科学として国際的に認められる独創性を最重視するという，理学研究の本質をより強く
意識した研究の実践となるはずです。
　理学研究科・理学部は，平成26年度から具体的に始動した教育の国際化，研究の国際的連携の
強化を持続的に検証・改善しながら国際的に活躍する研究者・技術者の養成をとおして，スー
パーグローバル大学としての広島大学の発展に寄与してゆきます。

　平成27年12月
広島大学大学院理学研究科長

楯　　　真　一
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